
Copyright, 2019@Kenji Ito  p.0 

地方創生を契機として加速する、 
群馬県産業の可能性を最大化する仕組み 
－群馬で働く人と東京で働く人の違い？－ 
 
 

 
2019年3月8日 
明治学院大学 学長特別補佐（戦略担当） 伊藤健二 
内閣府 地方創生評定委員、政策創造塾長 
第4次産業革命での基礎的ＩＴリテラシー委員会 座長 
元慶應義塾大学院特任准教授、元早稲田大学客員主任研究員 
元みずほ情報総研 知識戦略ソリューション室 シニアマネージャ 
kenjiito@mail.meijigakuin.ac.jp 
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自己紹介 

p.1 

 2014年まで慶應義塾大学 大学院政策メディア研究科特任准教授 
政策創造塾：20以上の自治体の方々、民間企業と7年に亘って地方政策立案 
 2006年まで、みずほ情報総研の知識戦略ソリューション室 
文部科学省、経済産業省、内閣府、人事院等の人材育成に関連した、 
８省庁のアドバイザー、委員を歴任 

政府の成長戦略「実践キャリア・アップ戦略（６次産業を含む）」推進
チーム専門タクスメンバー（有識者） 

 人材育成等、様々な分野における様々なアワードの審査員（国土交通大臣等、5大臣賞等） 

エビデンスデータ 

知識戦略 

情報
通信 流通 等 

民間 政府 

エビデンスデータ 

実証・人材戦略 

経産
省 

内閣
府 等 
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第4次産業革命の下で求められる人材【経産省、厚労省】 
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概要 

p.3 

I. 社会で求められる力、自分の進路希望？エビデンスデータ？ 

II. 政府の地方創生政策？ 
 ＤＭＯ？インバウンドをはじめとする観光産業の盛り上がりの例。4000万人へ！ 

 地域商社？名産品、ふるさと納税の可能性 

III.群馬県の地方創生（群馬県庁の戦略概要紹介） 
 人口の分析 

 産業の分析 

IV.群馬県の特徴？ 
 観光関連政策：富岡製糸場 

 ぐんまちゃん アンテナショップ 

 

V. 東京オリンピック2020に向けて、MICEの効果を持続させる、DMO？ 
 外国人、日本人の群馬に来た人の拡散力向上、リピート向上 

 東京等の他県との事業、そしてグローバル事業 

VI.MICEの効果を持続する、官民によるイノベーションの仕組み 
 群馬イノベーション「アワード」 

 群馬イノベーション「プログラム」 

 

⇒最後に 
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Ⅰ. 社会で求められる力、自分の進路希望？ 

p.4 

自分は、 
「社会で求められる力」に関して、 

「進路希望の業界」では、 
どう評価されるか？ 
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社会で活躍する行動様式 

採用時に重視する項目の変化： 

「コミュニケーション能力」と共に、「主体性」！ 

出典：(社)日本経済団体連合会、2016年
2月16日「2015年度新卒採用に関するア
ンケート結果概要」 

コミュニケー
ション、主体性
について立体
的な深みは？ 

p.5 
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新卒の採用選考にあたっての重視点 

コミュニケーション
能力？ 

主体性？ 

チャレンジ 
精神？ 

p.6 
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モチベーションスコアに関する大学群毎における年代の変化 

平均に比べて、各大学類型毎はどうか。 

各大学類型毎に、モチベーションが大きいのは何歳か。 

出典：就業力研究会/三菱総合研究所
/NTTコムオンライン/立教大学斎藤/慶應
大学伊藤、2013年2月「1万人調査」 

p.7 

主体性 

WPR 

※モチベーションは、ハーマンモデ
ル、ハーズバーグの2要因理論に基
づき構築されたMDAで測定 
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大学時代に知識・能力の習得に向け行った17努力 

とても努力した+やや努力した

52.1
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33.0
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一般的な教養

専門分野の知識

物事に進んで取り組むこと

他人に働きかけ巻き込むこと

目的を設定し確実に行動すること

現状を分析し目的や課題を明らかにすること

課題の解決に向けたプロセスを明らかにし
準備すること

新しいものや解決策を生み出すこと

自分の意見を分かりやすく伝えること

相手の意見を丁寧に聴くこと

意見の違いや立場の違いを理解すること

自分の周囲の人々や物事との関係性を
理解すること

社会のルールや人との約束を守ること

ストレスの原因を見つけ取り除いたり、
緩和したりすること

学習習慣や学ぶ姿勢を身につけること

ＩＴ（パソコンやソフトウェア）の操作能力

語学（英語）の能力

前に踏み出す力

（アクション） 

考え抜く力（シン

キング） 

チームで働く力 

貴
学
卒
業
生
の
状
況
は
？ 

出典：若手ビジネスパーソン就
業意識・就職活動・大学活動
調査」（20以上の大学）、2010
年8月 

WPR 
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p.8 

皆さんは？ 
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若手ビジネスパーソンのモチベーションを上げる大学活動 

モチベーション 

「目的を設定し行動」、「相手との違いの理解」等は、「IT」、「専門
知識」、「語学」に比べて、モチベーションを高めることにつながる。 

※離職してしまう人は、どのような傾向があるかも、同様に！ 

p.9 

⑪意見の違いや立場
の違いを理解すること 

⑤目的を設定し確実に
行動すること 

⑨自分の意見を分かり
やすく伝えること 

r=0.157*** 

β=0.090*** 

r=0.168*** 

β=0.079*** 

r=0.172*** 

β=0.060*** 
⑬社会のルールや人
との約束を守ること 

β=0.072*** 

r=0.140*** 
*** P<.01 

R2=0.05 

モチベーション=β1×意見の違い 
＋β2×目的設定＋β3×自分の意見＋ 
… … ＋β5×他人巻き込み 
※β：重回帰分析における偏回帰係数 

出典：若手ビジネスパーソン就業
意識・就職活動・大学活動調査」
（20以上の大学）、2010年8月 

β=0.043*** 
④他人に働きかけ巻き

込むこと 
r=0.149*** 

「ＩＴ（パソコンやソフトウェア）の操作
能力(0.022)」、 
「専門分野の知識(0.016)」、 
「一般的な教養(-0.015)」、 
「語学（英語）の能力(-0.019)」、 
 「学習習慣や学ぶ姿勢を身につけ
ること(-0.036) 」 、等、 
何等かな関係はあるものの、 
統計的な有意性はない。 

採用時には、
確認すべき
項目？ 

能動的
学修 

WPR 
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年収に関する大学群毎における年代の変化 

平均に比べて、各産業毎はどうか。 

各産業毎に、年収が大きいのは何歳か。 

出典：就業力研究会/三菱総合研究所
/NTTコムオンライン/立教大学斎藤/慶應
大学伊藤、2013年2月「1万人調査」 

p.10 

※モチベーションは、ハーマンモデ
ル、ハーズバーグの2要因理論に基
づき構築されたMDAで測定 



Copyright, 2019@Kenji Ito  

社会人のキャリア観：東京と群馬の比較 

東京と群馬の社会人の違いは？ 

自由な裁量がある仕事？ 出典：就業力研究会/三菱総合研究所
/NTTコムオンライン/立教大学斎藤/慶應
大学伊藤、2013年2月「1万人調査」 

p.11 

個人 

WPR 
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進路希望決定度を高める、各種活動 

進路希望決定度 

「就職活動、業界研究」は、「自主学習」の10倍、「専門分野学習」の
20倍の決定度がある。 

p.12 

アルバイト（深夜以外） 

大学外での自主学習・
資格取得（語学以外）  

大学での学習・研究
（専門分野）  

β=0.1175*** 

β=0.1149*** 

β=0.0678*** 

*** P<.05 

R2=0.10 

進路希望決定度=β1×就職活動 
＋β2×インターンシップ＋β3×国際交流＋ 
… … ＋β6×専門分野 
※β：重回帰分析における偏回帰係数 

出典：若手ビジネスパーソン就業
意識・就職活動・大学活動調査」
（20以上の大学）、2010年8月 

大学での学習（専門分野以外）、大学外で
の自主学習・資格取得（語学）、大学外で
の自主学習・資格取得（語学以外）、アル
バイト（深夜）、部活動、サークル活動、ボ
ランティア、社会貢献活動、趣味、娯楽、
友人との交流、その他、何等かな関係は
あるものの、統計的な有意性はない。 

国際交流・語学研修・
留学  β=0.2506*** 

インターンシップ 
β=0.3061*** 

就職活動、キャリア開
拓、業界研究 

β=1.1247*** 

出典：グローバル人材研究会（慶應大学伊藤）、
2014年10月「大学生6千人調査」（未公開） 

個人 

SPR 
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地元（Uターン含む）就職を希望を高める、各種活動：+5活動、-2活動 

地元（Uターン含む） 
就職を希望 

「地元生活慣れ」、「友人の多さ」で地元就職希望度は上がる！ 

p.13 

9.志望企業・業種があるか
ら 

1. （自分の意思から）両親

や祖父母の近くで生活した
いから 

11.仕事とプライベートを両
立させたいから 

β=0.8030 

β=0.5445 

β=ｰ0.3667 

*** P<.05 

R2=0.6266 

地元就職希望=β1×要因6 
＋β2×要因3＋β3×要因5＋ 
… … ＋β7×要因8 
※β：重回帰分析における偏回帰係数 

出典：明治学院COC+事業内調
査、2016年10月 

2. 長男・長女だから、 4. 彼（彼女）がいる
から 、10. 転勤がなさそうだから  
、回答がない。 

5.実家から通えて経済的に
楽だから β=1.3764 

3.友人が多いから 
β=1.4586*** 

6.地元（Uターン先）での 
生活に慣れているから 

β=2.0318*** 

8. 地元（Uターン先）に貢
献したいから β=ｰ0.8044 

個人 

SPR 
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学生のキャリア観： 東京と群馬の比較 

東京と群馬の学生の違いは？ 

仕事を通じて成長できる？ 
出典：グローバル人材研究会（慶應大学伊藤）、
2014年10月「大学生6千人調査」（未公開） 

p.14 

個人 

SPR 
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HRビッグデータ（WPR,SPR）調査結果により、 
              「高いパフォーマンス=モチベ×勤務期間」を予測 

社会人1万人調査 

学生で特に努力
した17活動 

モチベーション 

           学生6.3千人調査 

特に努力した
17活動 

モチベーションが高い 
⇒モチベーション偏差値 

ハイ 
パフォーマンス 
予測モデル 

勤務期間が長い 
⇒勤務期間偏差値 

勤務期間 

大学活動 企業活動 

p.15 

WPR 

SPR 
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「高いパフォーマンス=高いモチベ×長い勤務期間」に関する学生個人の分布 

勤務期間 
が短い 

モチベ低い モチベ高い 

勤務期間長い 30.8% 13.9% 
勤務期間短い 21.9% 33.4% 

出典：グローバル人材研究会（慶應大学伊藤）、
2014年10月「大学生6千人調査」（未公開） 

p.16 

1.活性化
グループ 

2.多転職 
苦闘グループ 

3.会社ぶら
下りグループ 

4.フリータ 
グループ 

モチベーション 
が高い モチベーション 

が低い 

勤務期間 
が長い 

モチベーションが
高い人ほど、 

勤務期間が短く
なる傾向！ 

キャリア教育の
効果？？？ 

WPR SPR 

①皆さまの大学生では
どんな結果になってい
ますでしょうか？ 
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Question： 

皆さんは、学内・学外で、社会に出るにあたって、
こんな分布の中で自分の位置は、どのグループの
何番だと思いますか？ 

p.17 

グループ 自分が該当するのは？ 

グループ1 

グループ2 

グループ3 

グループ4 

P.50のアンケートに 
お答えください。 

BM navi  

Better Matching  Navi 

based on HR big data 
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例：インバウンド業界（MDA）：社会人と学生の違い 

仕事のモチベー
ションにしている！ 

安定雇用や福利厚生
などを仕事や職場環
境に求める 

p.18 

BM navi  

Better Matching  Navi 

based on HR big data 


